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平成29年度税制改正の注目ポイント！！
今回の改正では酒税法が大きく変わります。

●酒税の税率構造の見直し
　最大のポイントは、ビール系飲料を10年かけて統一税率にすることです。
　類似する酒類間の税率格差が商品開発や販売数量に影響を与えている状況を改め、酒類間の税負担

の公平性を回復するために改正されます。

ビール系飲料

チューハイ等

○税率の見直しは、消費者・酒類製造者への影響を考慮して、十分な経過期間を確保しつつ段階的に

進めます。

○税率の段階的な見直しは、その都度、経済状態を踏まえ、酒税の負担の変動が家計に与える影響等

を勘案した上で実施します。

税制改正が家計へ影響することもあります。

ご不明な点があればお気軽にお問い合わせください。

ワンポイントアドバイス！

5月の花　アマリリス
花言葉 「誇り」「おしゃべり」「輝くばかりの美しさ」
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77 円

ビール

発泡酒（※）

新ジャンル

46.99 円
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70円
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チューハイ等
低アルコール
蒸留酒類等（※）

350㎖に含まれる税金

※麦芽比率25%未満の発泡酒に
　係る税率

※低アルコール分の「蒸留酒類」
　及び「リキュール」に係る特例
　税率（下限税率）

350㎖に含まれる税金


